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日本放送協会 理事会議事録 
               （平成３０年１２月１８日開催分） 
 
平成３１年 １月１１日（金）公表 

 
＜会 議 の 名 称＞ 

理 事 会 
 
＜会  議  日  時＞ 
 平成３０年１２月１８日（火） 午前９時００分～９時２０分 
 
＜出   席   者＞ 

上田会長、堂元副会長、木田専務理事、坂本専務理事、 
児野専務理事・技師長、松原理事、荒木理事、黄木理事、菅理事、 
中田理事、鈴木理事、松坂理事、今井特別主幹 
高橋監査委員 
 

＜場         所＞ 
放送センター 役員会議室 

 
＜議        事＞ 
 上田会長が開会を宣言し、議事に入った。 
 
付議事項 
 
１ 審議事項 
（１）第１３２０回経営委員会付議事項について 
（２）放送制作要員（ディレクター）の一体運用に向けた組織改正につ

いて 
 
２ 報告事項 
（１）２０１８年１１月全国個人視聴率調査の結果について 
 
議事経過 
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１ 審議事項 
（１）第１３２０回経営委員会付議事項について 
（経営企画局） 

１２月２５日に開催される第１３２０回経営委員会に付議する事項に

ついて、審議をお願いします。 
付議事項は、審議事項として、「平成３１年度収支予算編成要綱」、

報告事項として、「ＮＨＫの土地交換に関する基本合意について」、「契

約･収納活動の状況（平成３０年１１月末）」、「予算の執行状況（平成

３０年１１月末）」、および「地方放送番組審議会委員の委嘱について」

です。また、その他事項として、「ＮＨＫグループ経営改革の進捗状況

について」です。 
 
（会 長）   ご意見等がありませんので、原案どおり決定します。 
 
（２）放送制作要員（ディレクター）の一体運用に向けた組織改正につ

いて 
（経営企画局） 

放送制作要員（ディレクター）の連携強化および働き方改革の推進に

向けた組織改正について、審議をお願いします。 
放送制作要員（ディレクター）の一体運用を推進し、限られた経営資

源で最高水準の放送・サービスを継続的に実施していくため、放送総局

内に臨時職制「ＰＤ一体運用事務局」を設置します。また、組織改正に

伴う職務権限や規程の整備を行います。 
本件が決定されれば、２０１９年１月７日付で実施します。 

 
（会 長）  本件は長期にわたり議論をしてきました。今までの議論

を踏まえて、この組織改正で目指すことを、臨時職制が置

かれている期間にしっかりと達成してほしいと思っていま

す。 
 
（会 長）  他にご意見等がありませんので、原案どおり決定します。 
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２ 報告事項 
（１）２０１８年１１月全国個人視聴率調査の結果について 

（放送文化研究所） 

２０１８年１１月に実施した、全国個人視聴率調査の結果について報

告します。この調査は、全国のテレビ・ラジオのリアルタイムの視聴率

を調べています。視聴率の全国状況を俯瞰し、テレビ・ラジオ視聴の長

期的・構造的変化を確認しています。 

調査は１１月１２日月曜日から１８日日曜日までの１週間、全国の７

歳以上の男女３,６００人を対象に、配付回収法による２４時間時刻目盛

り日記式（個人単位）で実施しました。有効数は２,３１０人、有効率は

６４.２％でした。調査週の状況は、大相撲九州場所（総合テレビ・ＢＳ

１・ラジオ第１）の放送週で、総合テレビとラジオ第１放送で火曜日に

安倍首相とアメリカのペンス副大統領による日米共同記者発表、金曜日

に安倍首相記者会見があり、金～日曜日に「フィギュアスケートグラン

プリシリーズ」（テレビ朝日系列）、月～金曜日に「ＡＴＰ ワールドツ

アー ファイナル」の錦織圭選手出場試合（ＢＳ１）などの放送があり

ました。 

テレビ視聴時間の推移を見ると、ＮＨＫと民放の地上波・衛星波を合

わせたテレビ総計は週平均１日あたり３時間４３分で、１０年前（２０

０８年）の３時間５１分と比べてやや短くなっています。ＮＨＫ総計は

横ばいで推移しており、２０１５年から２０１７年までは１時間を切っ

ていましたが、今年は１時間ちょうどとなっています。 

テレビ総計の視聴時間を男女年層別に見ると、高年層ほど長く、男７

０歳以上で６時間を超えますが、男女ともに４０代以下では減少傾向で

す。テレビ総計の週間接触者率は若年層で１０年前と比べて減少してお

り、特に男１３歳から３０代では７割台にとどまっています。 

テレビの週間接触者率の長期推移を見ると、総合テレビは５５.２％で、

前年、前々年と比べて変化はありません。テレビ総計は９０.０％で前年、

前々年と比べて変化はないものの、長期的に見ると漸減傾向が続いてい

ます。民放地上波計は８３.８％となり、前年同様低い水準になりました。 

まず、総合テレビの結果です。 
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男女年層別の週間接触者率を見ると、女１３～１９歳は前年、前々年

から増加し、女４０代以下でも、前年より増加しましました。男女５９

歳以下は前年からやや増加しました。 

男女５９歳以下の接触者率が曜日累積する状況を見ると、月曜日から

一貫して前年を上回り、土日になるとさらに積み上げは増えました。 

よく見られた番組は、連続テレビ小説「まんぷく」、「ＮＨＫニュース

７」、「大相撲九州場所」、大河ドラマ「西郷どん」などでした。土曜午前

８時１５分からの「チコちゃんに叱られる！」の再放送もよく見られま

した。 

土曜朝の状況について、８時から９時までの５分ごとの視聴率を見る

と、全体および男女５９歳以下で、前年から増加しました。特に、「チコ

ちゃんに叱られる！」の再放送は幅広い年齢層で見られています。 

次に、Ｅテレの結果です。 

Ｅテレの週間接触者率は２５.１％でした。前年、前々年並みで、２０

１４年以降同程度で推移しています。一方、男女２０～４０代で子ども

（小学生以下）がいる人、子どものいない人の週間接触率の推移を見る

と、男２０～４０代の子どものいない人で、前年に比べて減少しました。 

続いて、衛星放送の結果です。 

自宅で衛星放送を見ることができる人の割合は４９.７％で、前年と同

程度でした。衛星各波の週間接触者率の推移については、ＢＳ１は１１.

１％で前年に比べて増加し、前々年並みとなりました。ＢＳプレミアム

と民放衛星計は横ばいで、ＮＨＫ衛星計はＢＳ１に連動して前年より増

加しましたが、ＮＨＫと民放をあわせた衛星計に変化はありませんでし

た。ＮＨＫ衛星でよく見られた番組は、ＢＳ１では「ＡＴＰ ワールド

ツアー ファイナル」の錦織圭選手出場試合、「キャッチ！世界のトップ

ニュース」などで、ＢＳプレミアムでは連続テレビ小説「まんぷく」、「に

っぽん縦断こころ旅・朝版」、大河ドラマ「西郷どん」などでした。 

衛星放送の年層別の週間接触者率について、１０年ごとの推移を見る

と、１０年前と比べＮＨＫ衛星計は５０代で減少し、７０歳以上で増加

しています。民放衛星計は１３～１９歳で減少し、６０代以上で増加し

ています。その結果、ＮＨＫと民放をあわせた衛星計は、７～１２歳な

どの若・中年層で減少し、７０歳以上で増加しました。 

ラジオの結果です。 
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週間接触者率の推移を見ると、ラジオ第１は、前年よりやや増加した

ものの、前々年と同程度でした。民放ラジオ計は、前年、前々年と比べ

て減少しました。ラジオ全局計は前年よりやや減少し、長期的に見ても

漸減傾向が続いています。男６０代のラジオ週間接触者率の推移につい

て見ると、ラジオ第１は前々年と比べて減少し、民放ＡＭ計は前年、前々

年と比べて減少しました。その結果、ラジオ全局計はこの１０年間で最

も低くなりました。 

最後に、ＮＨＫ７波の接触のパタンです。「総合接触」（「総合のみ」

「総合＋いずれかの波」に接触）している人が５５.３％と半数を超えま

す。年層別でみると、６０歳以上は「総合接触」が８１％と最も多く、

５９歳以下は「総合接触」が少ないものの、前年と比べるとやや増加し

ました。 
 
 
 
以上で付議事項を終了した。 
 
 
上記のとおり確認した。 
 

平成３１年 １月 ８日 
 

会 長  上 田 良 一  


